






要約: 1993年 8月から1996年 12月までの3年5力月間に当科で分娩した既往帝王切開(帝

切)妊婦 99 例のうち,77 例に対して試験分娩を施行した.試験分娩の適応は既往帝切の術

式が子宮下部横切開法で単胎であることとし,既往 2 回以上帝切,子宮筋腫核出後,骨盤変

形を有する妊婦は対象から除外した.経腟分娩成功率は 84%で,前回帝切の適応が胎児仮死

では 87%,骨盤位では95%,  試験分娩なしの児頭骨盤不均衡 (CPD)で 100%,分娩停止で 62%

であった.経腟分娩した症例において分娩第 1 期所要時間は 682±490 分,第 2 期所要時間

は 33±25 分,吸引鉗子分娩率は 9.2%,出血量は 428±240m1 であり,平成 6 年の初産経腟分

娩と比ぺると極めて類似した経過をとることが示された.1992 年から 1996 年の帝切に占

める反復帝切の割合は 26.4%から 14.9%に減少し,帝切率も 12.7%から 10.0%まで減少した.

子宮破裂は 1 例も発症せず,既往帝切妊婦の経腟分娩(vaginal birth after cesarean

section: VBAC)を安全に遂行することが可能であり, VBAC の増加が帝切率の減少に寄与

することが示唆された.


